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「宝塚市地域包括ケア推進協議会在宅医療・介護連携部会」議事録 

 

会議名 令和８年度 第１回 宝塚市地域包括ケア推進協議会 在宅医療・介護連携部会 

日時 
令和８年（2026年）９月１０日 

１４時～１６時 
場所 宝塚市立中央公民館２０８学習室 

参加者 

馬淵英一郎（一般社団法人宝塚市医師会）、吉川周志（一般社団法人宝塚市歯科医師会）、 

山内知樹（宝塚市地域包括ケアシステム研究会３つの若葉を育てる会）、石村陽一（宝塚市

介護保険事業者協会）、前西清子（宝塚市介護保険事業者協会）、宮地美樹（宝塚市介護保

険事業者協会）、市川清子（宝塚市訪問看護事業運営協議会）、赤木健一（宝塚市７病院地

域連携連絡会）、玉井雄一郎（宝塚市地域包括支援センター連絡会）、今社政彦（宝塚市介

護保険課）、門田憲亮（宝塚市高齢福祉課）、川内大将（宝塚市高齢福祉課） 

欠席者 

畑世剛（宝塚市薬剤師会） 

伊藤伸哉（宝塚市７病院地域連携連絡会） 

細井妙子（宝塚市介護保険課） 

議事内容（概要） 

○議題 

１ 救急搬送時における救急車の同乗・病院への付き添いに関する現状と課題について 

２ 在宅療養ハンドブックを用いた市民啓発について 

３ その他、各所属からの報告ほか 

 

○会議の概要       

１ 救急搬送時における救急車の同情・病院への付き添いに関する現状と課題について 

 表題１の件について、在宅医療・介護連携部会として以下の対策案として病院との協議に持参する。 

 ・ポスター掲示（横浜市ケアマネジャー協会の事例を参考）。 

 ・救急搬送時におけるルール整備 

  上記に加え、以下の課題を協議で問題提起する。 

 ・退院調整体制の充実 

 ・病院での ACP 普及啓発 

 

２ 在宅療養ハンドブックを用いた市民啓発について 

３つの若葉を育てる会（以下、わかば）の世話人が中心となり、まちづくり協議会や自治会等を対象 

に、在宅療養ハンドブックを用いた出前説明会を月に１〜２回程度実施しており、参加者からの反応は

良好であり、「なぜ今まで教えてくれなかったのか」「もっと多くの人に来てほしかった」等の声が寄せ

られている。 

一方で、世話人 10 数名による家内工業的な運営であり、仕組み化・拡大が困難な状況にあり、持続可

能な体制の構築が急務である。今後、市民啓発の仕組み化について検討する。 

 

３ その他  

各所属の活動について情報共有した。 


